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§１．研究成果の概要 

 

佐々木グループは、主にマウスとラットを用いて、迷走神経活動と、情動に関わる神経活動の時

間的相関を調べた。今年度は、迷走神経の活動頻度が高いと、脳の前頭前皮質および扁桃体の

特定周波数の脳波パワーが増減することを見出した。また迷走神経サブクラス（分枝）の選択的な

電気刺激法や切断法、光操作法について検討を開始した。さらに、島皮質からの電気生理計測の

ために、最適な電極形状や手術条件などの基礎的実験技術の検討を開始し、神経細胞の個々の

発火と同時に、心電図をはじめとした末梢臓器の生理活動を計測するための条件を確立した。岩

﨑グループはマウス研究を担当し、食前後に分泌変動するホルモンの求心性迷走神経への局所

作用と、これを介した生理機能の解析を進めた。特に、食後の快情動とも関与するだろう食事誘発

性熱産生に着目し、腸ホルモン GLP-1 の求心性迷走神経を介したエネルギー代謝亢進作用と、

本作用における副腎交感神経と副腎アドレナリンの寄与を明らかにした。さらに、迷走神経特異的

な遺伝子導入実験手法の樹立と遺伝子改変動物及びウイルスベクターの入手・作製の準備を開

始した。大平グループはヒトを対象とし、経皮的耳介迷走神経刺激法（taVNS）を用いて内受容感

覚を実験的に操作する方法の確立を目指して検討を行った。taVNS の刺激パターン、強度、持続

時間などを操作する予備実験を行い、痛みを感じない閾下刺激の有効性について示唆を得た。

38 名を対象とし、この方法で taVNS を施行した結果、内受容感覚精度の向上、心拍の低下という

有意な効果を得た。一方、内受容感覚の主観的確信度はむしろ低下しており、taVNS の心理生理

的効果の複雑さが示唆された。唾液検体から測定する内分泌系・免疫系指標は現在解析中であ

る。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）佐々木グループ（研究機関別） 

① 研究代表者：佐々木 拓哉 （東北大学大学院薬学研究科 教授） 

② 研究項目 

・電気生理計測のためのデバイス開発 

・迷走神経活動の計測データ解析 

・迷走神経と脳活動の関連 

 

（2）岩﨑グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者：岩﨑 有作 （京都府立大学大学院生命環境科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・迷走神経サブクラス選択的な活動制御法の確立 

・ホルモンの局所作用から視床下部機能への出力 

・求心性迷走神経の神経伝達物質解析 

 

（３）大平グループ（研究機関別） 

① 主たる共同研究者：大平 英樹 （名古屋大学大学院情報学研究科 教授） 

② 研究項目 

・内受容感覚の実験的操作法の開発 

・内受容感覚の予測符号化による脳-身体機能の統合 

・情動・意思決定における内受容感覚の意義 
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